
平成29年11月11日(土) 

10:00～16:50（開場9:30） 
 

愛知学院大学 名城公園キャンパス 
 名古屋市北区名城3－1－1 キャッスルホール  
 (地下鉄名城線「名城公園」駅より徒歩1分） 
 

就労継続支援A型事業所職員、管理者、関係者 
170名（定員に達した場合のみご連絡いたします） 

 
 1,000円 (資料代等） 

 

 
「はたらくNIPPON！計画」A型フォーラムin愛知 

 

登壇者 公益社団法人 全国重度障害者雇用事業所協会 
     専務理事 丸物 正直 氏 
     

日時 

会場 

対象 
定員 

A型事業所のあり方を見直し、新しい発展をつくりだそう！ 

講演会 

1 就労継続支援A型事業の運営基準見直しのその後について 

     
 
 

2 一般就労と福祉的就労の連携におけるA型事業所の役割     

       の可能性について 

10:00～  オリエンテ－ション 

時間 10:05～11:25     

登壇者 厚生労働省障害福祉課就労支援係長 
          服部 剛 氏                      
 

シンポジウム 

テーマ「持続可能なA型事業あり方について」  

     

時間 11:30～12:30     

公益社団法人 全国重度障害者雇用事業所協会 

 専務理事 丸物 正直 氏 
     

 

登壇者  Aネットあいち 

       代表 斎藤 縣三 氏 
     

 
厚生労働省障害福祉課就労支援係長  

      服部 剛 氏     

 

 コーディネータ  就労継続支援A型事業所全国協議会 

             理事長 久保寺 一男 氏 
     

 
12:30～13:00 「はたらくNIPPON！計画」 
         「就労支援フォーラム」について 
                              日本財団 竹村利道 氏 

 

分科会 

分科会2 新たな仕事起こしのための 
     共同受注・販売の仕組みをつくろう     

※分科会の内容は裏面をご覧ください 

全体会 

各分科会からの報告/大会宣言 
    

時間 16:10～16:50     

主催：就労継続支援A型事業所全国協議会 
事務局：株式会社FVP   ※本フォーラムは日本財団による就労支援フォーラムの特別企画として行われています。 

参加費 

就労支援フォーラムNIPPON 特別企画 

分科会1 地域の厳しい状況をふまえて 
         A型事業所を前進させるには     

分科会3 A型の基本的なあり方を 
                               どうするかを考える 
              
      

キャッスルホール 

時間 14:00～16:00     



【お問い合わせはこちら】 
事務局：株式会社FVP 担当者：森田・田澤 
TEL：03-5577-6913 FAX：03-5577-6914 Email：info@fvp.co.jp  
〒101-0047 東京都千代田区内神田１-4-1大手町21ビル10階 

NPO法人ユートピア若宮 簾（のれん）  
                  和田邦康   氏 
     

 社会福祉法人薫徳会  
 セントラルキッチン春日井 
                            三田明外 氏 
      

 

下記の記入欄をご記入の上、ＦＡＸにてお申込みください。 締切り11月1日（水） 
 

A型フォーラムin愛知事務局（FVP）行き       

FAX送付先 ： 03-5577-6914 

       
 
 

「はたらくNIPPON！計画」A型フォーラムin愛知 参加申込書 
ご所属（法人名、事業所名） ＴＥＬ・ ＦＡＸ 

TEL： 
FAX： 

ご住所 

   〒 
        
       都・道・府・県            区・市 

職名・役職 お名前（ふりがな）  分科会のご希望（〇をお願いします）懇親会※のご希望 

お名前   分科会1  分科会2  分科会3      参加する 

お名前   分科会1  分科会2  分科会3      参加する 

お名前   分科会1  分科会2  分科会3      参加する 

Ａ型は雇用関係のある労働の場であ
り、同時に福祉サービスの事業所で
す。全Ａネットの行った調査におい
ては、仕事の収入から経費や障害者
の賃金を払えば、大幅な赤字が生じ
ることが報告されています。どうす
れば雇用労働と福祉サービスが両立
していけるのか、Ａ型事業の基本的
あり方について議論します。 

●コーディネータ  
    社会福祉法人 オリーブの樹 
           理事長 加藤裕二 氏 

最低賃金を支払うことはA型事業の基
本的使命です。今回の運営基準の見
直しの通知にも、作業収入から経費
を除いたものが賃金総額を上回らな
ければならないとあり、ビジネスと
して経営が求められます。そのため
には個々の事業所だけでは難しい仕
事の共同受注や商品の共同販売の仕
組みづくりが必要です。 

株式会社DIPPS  
                      清水崇志 氏 
     

●コーディネータ 
 就労継続支援A型事業所全国協議会 
                   理事長 久保寺一男 氏 

Ａ型事業所数は都道府県で非情にばら
つきがあり、労働時間などの雇用状況
や事業所の仕事の内容など地域により
状況は大きく異なります。愛知におい
ては４時間就労のところが多く、下請
け軽作業の仕事をしているところが多
くあります。この地域の実情をふまえ
てＡ型事業所を前進させるためにはど
うすればよいか議論します。 

地域の厳しい状況をふまえ 
A型事業所を前進させよう 

  

●コーディネータ 
 Aネットあいち 
        代表 斎藤縣三 氏 

サイクルサービスなごや 
            稲葉勝哉 氏 

新たな仕事起こしのための共同
受注・販売の仕組みをつくろう 

 

分科会    14：00-16:00 

A型の基本的なあり方をどう
するかを考える 

 
分科会は上記1・2・3より選択いただきお申し込みをお願いいたします。 

 

分科会1 分科会2 分科会3 

内容 内容 内容 

●登壇者 ●登壇者 ●登壇者 

※シンポジウム終了後懇親会を開催します。会場：名城公園駅 近隣 会費：4,000円程度 

 わっぱの会  
                         戸髙保照 氏 
     

株式会社Noto カレッジ 
                      辻雅靖 氏 
     


